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第
一
中
央
汽
船
は
1
6
日
、
東
京
電
力
と
新
造
舶
3
隻
を
対
象
と
し
た
菜
種
用
石
炭
二

般
炭
）
輸
送
の
専
用
船
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
合
意
し
た
と
発
表
し
た
。
東
電
が
福
島
、

茨
城
の
両
県
に
建
設
中
の
大
型
石
炭
火
力
発
電
向
け
燃
料
輸
送
に
投
入
す
る
。
第
一
中

央
は
2
0
1
3
－
日
年
竣
工
で
ア
イ
・
エ
イ
チ
・
ア
イ
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
I
H

I
M
U
）
に
9
万
7
0
0
0
重
量
㌦
型
石
炭
船
3
隻
を
新
規
発
注
。
原
発
事
故
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
不
足
で
石
炭
火
力
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
第
一
中
央
は
安
定
し
た
燃

料
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
よ
り
、
新
規
火
力
の
稼
働
に
貢
献
す
る
。

（
3
面
に
関
連
記
事
）

新
造
発
注
す
る
9
7
型
石
炭

船
3
隻
は
第
一
中
央
の
海
外

子
会
社
が
保
有
し
、
民
間
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
、

今
月
末
に
I
H
I
M
U
と
造

船
契
約
を
結
ぶ
予
定
。

同
船
型
は
広
野
火
力
の
石

炭
輸
入
拠
点
の
小
名
浜
港

（
福
島
県
）
な
ど
で
の
荷
役

に
最
適
な
設
計
を
施
し
、
1

隻
当
た
り
の
年
間
輸
送
量
は

約
8
0
万
予
を
見
込
む
。
竣
工

2
号
機
を
建
設
中
の
東

電
・
常
陸
那
珂
火
力

は
1
3
年
6
月
と
同
1
1
月
、
1
4

年
1
月
を
予
定
。

今
回
の
専
用
船
契
約
は
、

東
電
が
建
設
中
の
常
陸
那
珂

2
号
機
（
茨
城
県
、
出
力
1

0
0
万
㌔
叩
ッ
）
、
広
野
6
号
機

（
福
島
県
、
出
力
6
0
万
㌔
け
ッ
）

の
燃
料
輸
送
が
対
象
。
両
新

規
火
力
と
も
1
3
年
度
中
の
稼

働
を
計
画
し
て
い
る
。

東
電
は
昨
夏
ご
ろ
か
ら
新

規
火
力
向
け
石
炭
船
商
談
を

の
共
有
方
式
で
の
新
造
整
備

を
計
画
し
、
昨
年
1
0
月
に
第

一
中
央
を
共
有
パ
ー
ト
ナ
ー

日
本
大
震
災
で
の
原
発
事
故

を
背
景
と
し
た
経
営
環
境
の

激
変
に
伴
い
、
共
有
方
式
か

受
け
、
東
電
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
至
っ
た
と
み
ら

れる。

9
万
重
量
㌦
級
2
隻

東
電
、
さ
ら
に
追
加
商
談

東
京
電
力
は
、
常
陸
那
珂

2
号
と
広
野
6
号
の
新
規
火

力
向
け
燃
料
輸
送
用
に
、
さ

ら
に
9
万
重
量
㌦
級
石
炭
船

2
隻
の
追
加
商
談
を
進
め
て

い
る
。
主
要
邦
船
社
に
今
月

末
を
め
ど
に
船
型
や
運
賃
な

ど
の
条
件
琴
不
を
募
っ
て
お

り
、
日
本
郵
船
、
商
船
三
井
、

川
崎
汽
船
、
N
S
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
な
ど
が
候
補
に
挙
が
っ

て
い
る
。

2
0
1
3
年
度
の
常
陸
那

珂
2
号
（
出
力
1
0
0
万
㌔

叩
ッ
）
と
広
野
6
号
（
出
力
6
0

万
㌔
岬
ッ
）
の
稼
働
に
よ
り
、

東
電
の
一
般
炭
年
間
調
達
量

は
約
4
0
0
万
㌔
増
加
す
る

見
通
し
。
年
8
0
万
㌦
輸
送
で

き
る
9
万
重
量
㌦
級
石
炭
船

で
5
隻
分
に
相
当
し
、
第
一

中
央
と
の
専
用
船
3
隻
に
加

前
田
武
志
国
土
交
通
相
は

1
6
日
、
野
田
内
閣
の
官
房
副

長
官
に
就
任
し
た
竹
歳
誠
前

事
務
次
官
の
後
任
に
、
同
日

付
で
宿
利
正
史
国
土
交
通
審

議
官
を
充
て
る
な
ど
の
同
省

幹
部
人
事
を
発
表
し
た
。
大

臣
官
房
技
術
総
括
審
議
官
と

日
本
積
み
釜
山
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ

「
震
災
需
要
」
が
沈
静
化

今
年
3
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
以
降
、
取
り
扱

い
が
増
加
し
て
い
た
釜
山
ト

ラ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
日
本
積

み
北
米
向
け
貨
物
は
、
夏
場

に
か
け
て
荷
動
き
が
沈
静
化

し
た
よ
う
だ
。
主
力
の
博
多

積
み
が
比
較
的
早
い
段
階
で

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
ほ

か
、
増
加
し
て
い
た
日
本
海

側
の
港
湾
か
ら
の
貨
物
に
つ

い
て
も
需
要
が
減
り
つ
つ
あ

る。

米
国
民
間
統
計
サ
ー
ビ

ス
、
讃
裾
の
米
国
税
関
発

表
デ
ー
タ
を
自
動
集
計
し
た

結
果
に
よ
る
と
、
日
本
積
み

釜
山
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
貨
物
は

3
月
が
5
1
8
0
T
E
U
、

4
月
は
4
4
6
6
T
E
U
と

い
っ
た
ん
沈
静
化
し
た
が
、

5
月
に
5
5
9
3
T
E
U
へ

と
増
加
し
て
い
た
。

6
月
以
降
は
4
5
0
0
－

4
7
0
0
T
E
U
台
で
横
ば

い
傾
向
へ
と
移
行
し
て
い

る
。
関
係
者
の
話
に
よ
る
と

震
災
直
後
の
4
月
の
混
乱
期

を
経
て
、
5
月
は
荷
主
が
手

持
ち
の
在
庫
を
輸
送
す
る
動

き
が
急
増
し
て
い
た
と
い

う
。
震
災
直
後
は
本
船
の
日

本
抜
港
の
動
き
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
寄
港
再
開
に
向

か
っ
た
こ
と
も
、
ト
ラ
ン
シ

ッ
プ
貨
物
の
増
減
に
影
響
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
釜
山
に
近
い
博

多
港
積
み
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ

貨
物
が
5
月
は
2
1
4
7
T

E
U
あ
っ
た
の
に
対
し
、
6

月
以
降
は
1
1
0
0
－
1
3

0
0
T
E
U
で
推
移
す
る
な

ど
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
っ

つ
あ
る
。
ま
た
震
災
被
害
に
よ
る
仙

台
塩
釜
港
の
直
航
船
抜
港
の

余
波
を
受
け
、
ト
ラ
ン
シ
ッ

プ
貨
物
の
扱
い
が
急
増
し
て

い
た
新
潟
港
積
み
に
つ
い
て

も
、
徐
々
に
取
り
扱
い
は
減

少
し
て
い
る
。

新
潟
港
積
み
は
3
月
時
点

で
は
、
釜
山
ト
ラ
ン
シ
ッ

プ
貨
物
の
扱
い
が
3
4
T
E

U
だ
っ
た
の
に
対
し
、
5
－

7
月
は
取
り
扱
い
が
急
増
。

6
月
は
5
0
9
T
E
U
に

ま
で
達
し
た
。
だ
が
8
月
は

1
0
9
T
E
U
に
と
ど
ま

った。

中
国
発
コ
ン
テ
ナ
運
賃

荷
動
き
低
調
で
軟
化

中
国
発
欧
米
諸
国
向
け
コ

ン
テ
ナ
運
賃
が
軟
化
傾
向
を

強
め
て
い
る
。
華
南
地
域
か

ら
北
米
西
岸
向
け
コ
ン
テ
ナ

運
賃
l
（
海
上
部
分
、
T
H
C

な
ど
除
く
）
は
足
元
、
4
0
指

コ
ン
テ
ナ
当
た
り
1
5
0
0

㌦
を
割
り
込
み
、
北
欧
州
向

け
も
じ
わ
じ
わ
低
下
。
7
月

後
半
か
ら
8
月
中
旬
に
か
け

て
、
弱
含
み
だ
っ
た
東
西
航

路
の
運
賃
は
一
時
的
に
反
転

し
た
も
の
の
、
欧
米
先
進
国

の
景
気
不
安
も
あ
っ
て
再
び

下
降
し
て
い
る
。
本
来
な
ら

今
は
中
国
国
慶
節
前
の
駆
け

込
み
需
要
で
荷
動
き
が
盛
り

上
が
る
時
期
浩
が
、
「
と
て
も

ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕

が
あ
る
」
（
船
社
関
係
者
）
状

況
の
よ
う
だ
バ

9
7
0
年
代
の
コ
ン
テ
ナ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
は
し
け
が
不

要
と
な
り
デ
ッ
ド
ア
ウ
ト
の

危
機
に
。
そ
こ
で
起
死
回
生

の
策
と
し
て
注
目
し
た
の
が

危
険
品
の
取
り
扱
い
だ
っ

ア
ジ
ア
向
け
で
は
中
国
を
中

心
に
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ま
で
大
阪
・
神
戸
積
み

1
9
航
路
、
横
浜
積
み
1
4
航
路

と
仕
向
け
地
を
拡
充
し
た
。

特
に
こ
こ
数
年
、
ウ
イ
ー

っ
て
見
て
い
′
る
わ
け
が
な

い
。
近
年
、
一
般
貨
物
の
コ

ン
ソ
リ
デ
ー
ジ
ョ
ン
、
N
V

O
C
C
が
危
儀
品
分
野
に
続

々
と
進
出
。
啓
凡
て
総
合
物

流
企
業
も
サ
ー
ビ
ス
多
様
化


